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【受験上の注意】 

 

 １ 携帯電話、スマートフォン、スマートウォッチ等電子機器の使用は禁止します。 

電源を切ってカバン等にしまってください。 

 ２ 机の上には、「受験票」、「筆記用具」以外のものは置いてはいけません。 

 ３ 試験時間は、午前１０時５０分から午前１１時５０分までの１時間です。 

 ４ 試験開始後３０分と試験終了前１０分間は退室できません。３０分経過してから退室 

  するときは、手をあげて係員に知らせ、解答用紙が回収された後に許可を得て退出して 

  ください。 

 ５ 一度退出してからは、原則として再入場は認めないので注意してください。     

 ６ 試験問題用紙は、持ち帰って構いません。 

 

 

 

 

 

指示があるまで開いてはいけません。 
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衛生法規に関する知識 

 

１ クリーニング業法について、正しいものには〇印を、誤っているものには×印を解答欄

に記入しなさい。 

（１）営業者は、洗たく物の洗たくをするクリーニング所に、業務用の機械として、洗たく 

機及び脱水機をそれぞれ少なくとも一台備えなければならない。ただし、脱水機の効用

をも有する洗たく機を備える場合は、脱水機は、備えなくてもよい。 

 

（２）この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要な指導及び取締り 

を行い、もつてその経営を公共の福祉に適合させるとともに、営業者の利益の擁護を図

ることを目的とする。                

 

（３）伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとして厚生労働省令で指定する 

洗濯物を取り扱う場合においては、その洗濯物は他の洗濯物と区分しておき、これを洗

濯するときは、洗濯後に消毒すること。ただし、洗濯が消毒の効果を有する方法によつ

てなされる場合においては、消毒しなくてもよい。 

 

（４）この法律で「クリーニング所」とは、洗たく物の処理又は受取及び引渡しのための営 

業者の施設をいう。                  

 

（５）クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、厚生労働省令で定めるところに 

より、都道府県知事が厚生労働大臣の定める基準に従い指定したクリーニング師の資質

の向上を図るための研修を受けなければならない。      

 

２ 次の文章は、クリーニング業法及びクリーニング業法施行規則の規定についての記述で

ある。文章中の｛   ｝の中から最も適当な語句を一つ選び、その記号を解答欄に記入

しなさい。 

（１）営業者は、そのクリーニング所の構造設備について都道府県知事の①｛ア.指導・イ.

承諾・ウ.検査｝を受け、その構造設備が第３条第２項又は第３項の規定に適合する旨の

②｛ア.許可・イ.確認・ウ.試験｝を受けた後でなければ、当該クリーニング所を使用し

てはならない。                        

 

（２）クリーニング師が免許証を破り、汚し、又は失つたときは、その旨を書き、破り、又

は汚した場合においてはその免許証を添え、｛ア.速やか・イ.５日以内・ウ.一月以内｝

に免許を与えた都道府県知事に再交付の申請をしなければならない。        

          

（３）都道府県知事は、営業者又はその使用人で、洗濯物の処理又は受取及び引渡しの業務

に従事するものが伝染性の疾病にかかり、その就業が公衆衛生上不適当と認めるときは、

｛ア.期間を定めて・イ.10日間・ウ.１か月間｝その業務を停止することができる。 

 

（４）クリーニング所を開設しようとする者は、厚生労働省令の定めるところにより、クリ

ーニング所の位置、構造設備及び従事者数並びにクリーニング師の氏名その他必要な事

項をあらかじめ｛ア.都道府県知事・イ.厚生労働大臣・ウ.全国生活衛生営業指導センタ

ー｝に届け出なければならない。              
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３ 次の文章は、クリーニング業法及びクリーニング業法施行規則についての記述である。

文章中の（    ）に当てはまるもっとも適当な語句を下の語群から選択し、その記号

を解答欄に記入しなさい。 

（１）クリーニング師は、その本籍又は氏名を変更したときは、（    ）以内に免許を

付与した都道府県知事に免許証の訂正の申請をしなければならない。 

 

（２）営業者は、クリーニング所ごとに、（    ）以上のクリーニング師を置かなけれ

ばならない。                           

 

（３）都道府県知事は、営業者がクリーニング業法第10条の２の規定による命令に従わない

ときは、（    ）その営業の停止又はクリーニング所の閉鎖若しくは業務用の車両

のその営業のための使用の停止を命ずることができる。     

 

（４）営業者は、洗たく物をその（    ）に応じ区分して処理すること、の措置を講じ

なければならない。                  

 

（５）都道府県知事は、クリーニング師がクリーニング業に関し犯罪を犯して罰金以上の刑

に処せられたときは、その免許を（    ）ことができる。   

 

語群 

 

 

 

 

 

  

４ 次のＡ群の語句と最も関係の深いものをＢ群からそれぞれ一つ選び、その記号を解答欄

に記入しなさい。 

Ａ群 Ｂ群 

（１）クリーニング所廃止の届出の時期 

     

（２）クリーニング所の洗場の床の構造基準 

     

（３）クリーニング業に含まれないもの 

     

（４）都道府県に備え付けられる原簿の登録事項 

     

（５）クリーニング師免許申請先 

      

 

ア：洗濯物の処理方法 

イ：登録番号及び登録年月日 

ウ：不浸透性材料 

エ：洗張り 

オ：貸しおしぼりの洗濯 

カ：申請者本籍地の都道府県知事 

キ：速やかに 

ク：浸透性材料 

ケ：合格地の都道府県知事 

コ：あらかじめ 

 

 

 

 

ア.十日  イ.従事者数の５分の１  ウ.用途  エ.繊維の種類  オ.１人 

カ.期間を定めて  キ.五日  ク.停止する  ケ.無期限に  コ.取り消す   
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公衆衛生に関する知識 

 

１ 次の文章中の｛   ｝の中からもっとも適当な語句を語群からそれぞれ１つ選び、その

記号を解答欄に記入しなさい。 

（１）公衆衛生の定義についてウィンスローは、「公衆衛生とは、共同社会の組織的な努力 

を通じて、疾病を予防し、生命を延長し、肉体的および精神的健康と機能の増進を図る 

｛ア.科学・イ.理想・ウ.責任｝であり技術である。」と定義した。      

 

（２）空気中の酸素濃度が｛ア.32％・イ.25％・ウ.18％｝未満になったとき、その空気を 

吸入することにより発生する症状を酸欠症と言う。               

 

（３） 新型コロナウイルス感染症は、2020年に世界的大流行、パンデミックと判断されたが、 

感染経路は｛ア.性的接触・イ.飛沫感染・ウ.媒介物（動物）感染｝と考えられた。 

 

（４）虚血性心疾患については、発症後医療機関に到着するまでの対応が予後を大きく左右 

することから、搬送あるいは搬送前の蘇生などについての対策も重要で、電気的除細動 

を簡便に実施できるとする｛ア.ＭＲＩ・イ.ＡＥＤ・ウ.ＰＥＴ｝の導入が進められて 

いる。                                  

 

（５）一酸化炭素濃度が1.28％のとき、｛ア.２時間・イ.30分・ウ.１～３分｝で致死となる。

                                 

２ 次の文章のうち、正しいものには○印を、誤っているものには×印を解答欄に記入しな

さい。 

（１）現在、体格の指標において、簡便に測定・計算でき、体脂肪量との相関を想定できる 

指数としてＢＭＩが使われるが、日本肥満学会の定義によると、ＢＭＩ30以上を肥満、

ＢＭＩ18.5未満をやせと判定している。                     

            

（２）高温による健康障害として、高温曝露への不適応あるいは許容限界を超えた時に発症 

する急性の障害を総称して熱中症という。              

 

（３）人口の将来の増減を予測する際に使用される指標の代表的なものが合計特殊出生率で 

あるが、この合計特殊出生率は、その年次の15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を 

合計したもので、この出生状況の下、一人の女性が出産する子供数と考えられる。 

 

（４）人間にとって水は、その生命を保持するために不可欠のものであり、体内においては 

消化・吸収における働き、栄養分の運搬・利用における働き、老廃物の排出における働 

きなどに関して、重要な生理作用を営む。               

 

（５）保健所の業務は、健康増進法第６条にあげられている14項目に関する事項となってお 

り、その中の一項目として、住宅、水道、下水道、廃棄物の処理、清掃その他の環境の 

衛生に関する事項がある。                 
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３ 次の文章は、環境衛生及び予防衛生に関するものである。文章中の（    ）に当て

はまるもっとも適当な語句を下の語群から一つ選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

（１）廃棄物処理法では、事業者が自ら排出した（    ）を自ら処理しなければ 

ならないことが明記されている。                   

  

（２）近代的な水道施設が、わが国に初めて作られたのは、1888年（明治 20年）に竣工し

た横浜市の水道であり、わが国の水道普及率は、2018年（平成 30年）年度末現在で

（    ）％を示すに至った。                                                           

                     

（３）われわれ人間は、暑さ寒さを感じるが、これは単に温度のみによるのではなく、湿度、 

（    ）、輻射熱の影響を総合して、暑さ寒さとして感じるのである。   

 

（４）感染症法に基づく分類として、感染力、罹患した場合の重篤性等に基づく総合的な観

点からみた危険性が極めて高い感染症を１類感染症というが、例として（    ）が

挙げられる。                             

 

（５）光とは、電磁波の波長が400nm～800nmにわたるものを意味しており、この波長範囲の

電磁波を（    ）と言う。                      

 

語群 

 

 

 

 

 

   

４ A群と最も関係の深いものをB群から１つ選び、その記号を回答欄に記入しなさい。 

 

A群 B群 

（１）亜硫酸ガス 

 

（２）一酸化炭素 

 

（３）世界保健機構 

 

（４）梅毒 

 

（５）紫外線の健康影響 

ア.水俣病 

イ.ＷＨＯ  

ウ.スピロヘータによる感染症  

エ.四日市喘息  

オ.皮膚紅斑  

カ.ＩＬＯ 

キ.不完全燃焼  

ク.脱水症状 

ケ.完全燃焼 

コ.クラミジアによる感染症 

 

 

 

 

 

ア．エボラ出血熱 イ．可燃ごみ ウ．79.3 エ．照度 オ．紫外線 

カ．産業廃棄物 キ．コレラ ク．可視光線 ケ．気流 コ．98.0 
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洗たく物の処理に関する知識 

 

１ 次の文章は、特殊品のクリーニングについての記述である。正しいものには○印を、誤

っているものには×印を解答欄に記入しなさい。 

（１）絹和服の仕上げの注意点の一つとして、アイロンはできるだけ低温で行うか、蒸気を

吹きつける程度でシワを伸ばす。                     

 

（２）毛皮の保管条件としては、温度 20℃前後、湿度 40～50％で、新鮮な空気を循環させる。  

 

（３）カーペットの水洗いの方法として、広幅洗浄機にかけて洗浄した後、真空脱水する方

法もある。                               

 

（４）皮革のスエードについては、クリーニングの前処理において、研磨剤（酸化アルミニ

ウムの細かい砂）をサンドブラストガンの小さな穴から圧縮空気とともに強力に噴射し

て汚れを削り取る方法がある。                       

 

（５）皮革のクリーニング仕上げにおいて、スエードは人体プレスにかけ、完全に冷えてか

らスエード用ブラシで全体をこする。           

 

２ 次の文章は繊維加工に関する記述である。｛   ｝の中からもっとも適当な語句を一つ

選び、その記号を解答欄に記入しなさい。 

（１）シルケット（マーセライズ）加工は繊維を水酸化ナトリウム溶液やアンモニアに漬け

分子配列を改善することにより形態を安定させたり、繊維につやを持たせる加工である

が、｛ア．麻・イ.レーヨン・ウ．綿｝は繊維が溶けるのでシルケット（マーセライズ）

加工はできない。                                                       

 

（２）一般に用いられる漂白剤には酸化によるものと還元によるものがあるが、｛ア．次亜塩 

素酸ナトリウム・イ．ハイドロサルファイト・ウ．過酸化水素｝は還元漂白剤の一種で 

ある。                                     

 

（３）綿、麻、レーヨンなどセルロース繊維の織物は一般にシワになりやすく、これに防シ 

ワ性を与えるために｛ア.ストレッチ・イ.擬麻・ウ.樹脂｝加工が行われる。         

 

（４）｛ア.エナメルコーティング・イ.オイルクロス・ウ.フロック加工｝とは、光沢のある 

コーティング素材で、離型紙に皮膜を形成したものを布やニットの表面にラミネートし

たものである。                              

 

（５）羊毛や獣毛製品もスチームプレス、アイロン、プリーツセット液などでセットするこ 

とができるが、これは毛のたんぱく分子を三次元的に結合している｛ア.キューティク

ル・イ.シスチン・ウ.コルテックス｝の働きによるものである。           
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３ 次の表示記号及び語句は、JIS L 0001 で定める「繊維製品の取扱いに関する表示記号及

びその表示記号の意味」である。A群の表示記号の説明として正しいものを B群から１つ選

び、その記号を解答欄に記入しなさい。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A群 B群 

（１） 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

（５） 

 

 

 

ア．液温は、60℃を限度とし、洗濯機で通

常の洗濯処理ができる。 

 

イ．ウエットクリーニング処理ができる。

弱い処理。 

 

ウ．底面温度150℃を限度としてアイロン

仕上げ処理ができる。 

 

エ．ウエットクリーニング処理ができる。

非常に弱い処理。 

 

オ. 液温は、60℃を限度とし、洗濯機で弱

い洗濯処理ができる。 

 

カ．塩素系及び酸素系漂白剤による漂白処

理ができる。 

 

キ．日陰でのつり干し乾燥がよい。 

 

ク．酸素系漂白剤による漂白処理ができる

が、塩素系漂白剤による漂白処理はでき

ない。 

 

ケ．ぬれつり干し乾燥がよい。 

 

コ．底面温度200℃を限度としてアイロン

仕上げ処理ができる。 
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４ 次の文章は、ドライクリーニング及びウエットクリーニングについての記述である。

（    ）に当てはまるもっとも適当な語句を下の語群からそれぞれ一つ選び、その記

号を  解答欄に記入しなさい。 

（１）油脂分の多い食べこぼし、皮脂やタール等の油性の汚れは、ドライクリーニングをす

ることによって、（    ）するため落ちやすい。             

 

（２）（    ）は、本洗浄で汚れやシミを効果的に除去するために行う処理で、ドライ洗

剤を濃厚に溶かしたドライ溶剤の液をつけてブラシでたたく、スプレーするなどの方法

がある。                        

 

（３）ウエットクリーニングにおける乾燥において、乾燥温度は、①（    ）以下が良

い洗濯物が過乾燥状態になると、収縮や風合い変化が発生しやすいため、乾燥率は②

（    ）付近までが良い。                        

 

（４）ドライクリーニングの洗浄方法は種々あるが、ワッシャーの中に洗浄液を溜めずに、

洗浄液を通過させる洗浄方法を（    ）という。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア.フィルタ循環洗い イ．溶解 ウ．60℃ エ．シャワー洗浄 オ．80℃  

カ．90％ キ．プリスポッティング ク．凝固 ケ．マーキング コ．75％ 



〇 ア 〇

× ウ ×

× イ 〇

〇 イ 〇

〇 ウ ×

① ウ × イ

② イ 〇 イ

ウ 〇 ウ

ア 〇 ア

ア × イ

ア カ オ

オ コ ク

カ ケ エ

ウ ア コ

コ ク キ

キ エ イ

ウ キ キ

エ イ ① ウ

イ ウ ② カ

ケ オ エ

５点×２０問＝１００点 ５点×２０問＝１００点 ５点×２０問＝１００点

小計 点 小計 点 小計 点

（１）

100 100

（４）

4

（１）

（２）

（３）

（３）

合　計 300　点

（４）

（５）

（２）

100

3

（１）

（２）

（３）

（２）

（３）

（４）（４）

（５）

（１）

（２）

4 4

（３）

（４）

（５）

（１）

（２）

（５）

（３）

（２）

（３）

3 3

（１）

2 2

（４）

（５）

令和５年度（２０２３年度）熊本県クリーニング師試験解答用紙（学科試験）

1 1

（１）

1

（１）

（２） （２）

受験番号 氏　　名

衛生法規に関する知識 公衆衛生に関する知識 洗たく物の処理に関する知識
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（５）

（４）

（５）

（１）

（４）

（５）

（４）

（４）
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